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13 工業 

学校番号 ３００６ 

令和 3年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業 科目 コンピュータシステム技術 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 7 実教 「工業 375 コンピュータシステム技術」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コンピュータシステムが社会で広く利用される現代において、コンピュータシステムに関する知識と技

術を習得し，実際に活用する能力を育てることは非常に重用である。また，現代では，コンピュータは

ネットワークに接続して使うことが前提になっており、ネットワークに関する知識も重用である。この

教科では，最新のコンピュータ技術について広く知識を習得し，身の回りの実際のシステムにおいて活

用する態度を養って欲しい。 

２ 学習の到達目標 

情報処理システムの分析，設計，構築，運用，保守などのコンピュータシステムに関する知識と技術を

習得し，ネットワークシステム，データベースシステム，マルチメディアシステムにおける分析，設計，

構築，運用，保守などを実際に活用する能力と態度を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報システムの分析，設計，構

築，運用などにおいてコンピュ

ータシステムに関する知識と技

術に興味をもち，マルチメディ

アシステム，ネットワークシス

テム，データベースシステムに

ついて学習しようとする意欲を

もち，実際にそれらを活用しよ

うとする能力と態度を身につけ

ている。 

コンピュータシステムおよび

ネットワークを構築するため

に必要なソフトウェアとハー

ドウェアの役割を認識し，目

的とするシステムを構築する

ためには，どのようなソフト

ウェアとハードウェアを選択

すればよいかを判断すること

ができる。 

 

・ネットワークを構成する

ための機器を適切に選択

し，機器の設置，ケーブル

の敷設，コンピュータやル

ータなどの設定を行い，ネ

ットワークを構成できる

技術･技能を有する。 

・システムの基本的な開発

手順を理解しており，簡単

なシステムの設計を行う

技術･技能を有する。 

・コンピュータシステムを

理解するうえで必要な，基

本的なハードウェアとソフ

トウェアの知識を身につけ

ている。 

・ネットワークを理解する

うえで必要な，通信に関す

る基本的な電気・電子の知

識を身につけている。 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

授業中の発問への回答 

授業ノート 

小テスト・定期考査等 

学習状況の観察 

授業中の発問への回答 

授業ノート 

小テスト・定期考査等 

学習状況の観察 

授業中の発問への回答 

授業ノート 

小テスト・定期考査等 

学習状況の観察 

授業中の発問への回答 

授業ノート 

小テスト・定期考査等 

上に示す観点に基づいて、学期ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
概
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・第
２
章 
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術 

 

・1 節 コンピュータシステムと

情報システム 

・2 節コンピュータシ 

  ステムに必要な技術 

・3 節コンピュータ 

システムの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1 節マルチメデア 

技術の概要 

・2 節マルチメディアの 

ディジタル化技術 

・3 節マルチメディアの活用 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:情報システムの分析，設計，構築，

運用などにおいてコンピュータシ

ステムに関する知識と技術に興味

をもち，マルチメディアシステム，

ネットワークシステム，データベー

スシステムについて学習しようと

する意欲をもち，実際にそれらを活

用しようとする能力と態度を身に

つけている。 

b: コンピュータシステムを構築する

ために必要なソフトウェアとハー

ドウェアの役割を認識し，目的とす

るシステムを構築するためには，ど

のようなソフトウェアとハードウ

ェアを選択すればよいかを判断す

ることができる。 

c:コンピュータシステムの機能を分

析することができる。 

d: コンピュータシステムを理解する

うえで必要な，基本的なハードウェ

アとソフトウェアの知識を身につ

けている。 

 

a: マルチメディアに興味があり，実

際にどのように利用されているか

を探求する意欲がある。 

b: マルチメディアで扱う文字･音声･

静止画像･動画像などの表現メディ

アの特性を理解しており，適切なメ

ディアを選択して利用し，情報を発

信することができる。 

c: マルチメディアで扱う文字･音声･

静止画像･動画像などの表現メディ

アの特性を理解しており，適切なメ

ディアを選択・利用してマルチメデ

ィア文書やWebページを作成し情報

を発信する技術･技能を有する。 

d:マルチメディアを理解するうえで

必要な，基本的な電気・電子の知識

を身につけている。 

学習状況の観

察 

授業中の発問

への回答 

授業ノート 

小テスト・定

期考査等 
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２
学
期 

第
３
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・第
４
章 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術 

・1 節データ通信の概要 

 

・2 節通信技術 

 

・3 節ネットワーク 

アーキテクチャ 

・4 節ネットワークシステム 

 

・5 節インターネットとの接続 

 

・6 節ネットワークシステムの 

施工・運用・保守 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1 節データベースの 

概念と構成 

・2 節関係データ 

ベ-スの設計 

・3 節関係データベースと SQL 

 

・4 節データベースの利用 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

◎ 

a：データ通信・ネットワークにかか

わる基本的な事項についてについ

て興味をもち，意欲的に探求しよう

とする態度を身につけている。 

b: OSI 基本参照モデルについて，各層

の役割を考察することができ，ネッ

トワークシステムに応じて，構築に

必要なハードウェアを適切に選択

し，ネットワークを利用できる。 

c: ネットワークシステムの施工・運

用・保守に関する知識があり，LAN

をインターネットに接続する方法

や技術について理解しており，適切

にインターネット接続を行う技術･

技能を有する。 

d: インターネットの各種サービスに

ついて理解しており，有効に利用で

きる知識を有している。 

 

 

a: データベースの概念と構成に興味

があり，ファイルシステムとデータ

ベースシステムの違いを理解しよ

うとする態度を身につけている。 

b: ファイルシステムとデータベース

システムの違いを理解することに

より，データベースシステムの優れ

た点を理解し，データベースの操作

を学習することにより，データベー

スを有効に利用することができる。 

c: E-R モデルから関係データベース

を作成する知識があり，対象とする

事象のE-Rモデルから正規化を行っ

て基本的なデータベースを構築す

る技術･技能を有する。 

d: E-R モデルから関係データベース

を作成し，正規化を行って基本的な

データベースを構築し，作成したデ

ータベースの基本的な操作を行う

ためのデータベース操作言語SQLの

知識を有している。 

学習状況の観

察 

授業中の発問

への回答 

授業ノート 

小テスト・定

期考査等 
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３
学
期 

第
５
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
評
価 

・1 節システム開発の基礎 

 

・2 節システム開発 

 

・3 節システム開発の 

運用と評価 

◎ 

 

○ 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

a: システム開発の手順について興味が

あり，システム開発がどのように行わ

れ，各工程でどのような作業が行われ

るかを理解しようとする意欲がある。 

b: 開発するシステムの大きさや種類に

応じて，適切な開発モデルを選択する

ことができる。また，ウォータフォール

モデルにおける開発で，各工程で作

成が必要な文書を理解しており，必要

な文書を的確に作成し，簡単なレビュ

ーを行うことができる。 

c: ユーザの要望を理解し，ユーザが利

用しやすい画面構成や，画面遷移を

設計できる技術･技能を有している。ま

た，モジュール分割について理解して

おり，構造化設計に基づいて，適切な

モジュール分割方法を選択できる技

術・技能を有している。 

d: システム開発の基本的な手順につい

て理解しており，SE,CE,プログラマな

どの技術者がどのような作業を担当す

るのかを理解している。また，システム

開発の基本であるウォータフォールモ

デルについて理解しており，ウォータ

フォールモデルの各工程の作業内容

についての知識を有している。 

学習状況の観

察 

授業中の発問

への回答 

授業ノート 

小テスト・定

期考査等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 基本的には，総合的に判断するため評価の観点はすべて重要であるため，おもな評価の観点の欄

には印を付けにくいが，中でも特に重要視しているものについて○を付けている。◎は，その中

でも特に重点的に評価を行う観点である。 


